
参 考 資 料

１）地球環境時代を先導する新たな北海道

総合開発計画について

２）地域づくりの方向について



地球環境時代を先導する





２） 地域づくりの方向について
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国家的・広域的な課題国家的・広域的な課題   連携地域の現状・課題連携地域の現状・課題   

【農 業】
【林 業】
【漁 業】
【製造業】
【商 業】
【観 光】
【医 療】
【ﾈｯﾄﾜｰｸ】

 

小規模経営農家が多い、担い手の減少や高齢化が進行 
木材価格の低迷や生産コストの上昇 
資源水準の低下や魚価の低迷、つくり育てる漁業の取組の推進 
関係機関等が連携した新産業創出等の取組による地域産業の活性化 
中心市街地の空洞化 
観光入込客数の漸減傾向、観光地としての魅力向上 
医師の地域偏在、特定診療科の医師不足 
都市部との移動時間の短縮、代替ルートの確保、防災対策 
 

【食 料】
 
 
 
 

【観 光】
【医 療】
【ﾈｯﾄﾜｰｸ】
【防 災】

国内の食料自給率向上のための生産力強化

各地の観光拠点の連携・拠点間のアクセス性向上
医療サービスを享受できる環境の整備

高規格幹線道路、北海道新幹線完成に向けた交通ネットワークの整備
安全・安心な国土づくり、噴火・津波・高潮等の自然災害対策の推進

北 海道新 幹線がむ す北海 道新幹線 がむす
ぶ、はこぶ、ひらく。ぶ、はこぶ、ひらく。
魅力あふれる「道南」魅力あふれる「道南」
の未来。の未来。  

■■ 北海道新幹線開業で地域間交流が拡大 
■■ 個性豊かな「食」の地域ブランドが確立 
■■ 地域の資源や新技術などを生かしたものづくり産業など新たな産業が展開 
■■ 独自の歴史文化や食文化がつくる魅力ある観光産業が展開 

■■ 誰もが安心して暮らすことのできる生活環境づくりが進展 
■■ 森・川・海を一体で保全する取組が着実に進展 
■■ 地域間を結ぶ交通・情報ネットワーク形成が大きく進展 
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函館開発建設部函館開発建設部 

１０年程度を展望した地域のめざす姿 

函館市、北斗市、松前町、福島町、知内町、木古内町、七飯町、鹿部町、森町、八雲町、 
長万部町、江差町、上ノ国町、厚沢部町、乙部町、奥尻町、今金町、せたな町 

構 成 市 町 村
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渡島支庁渡島支庁 檜山支庁檜山支庁
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地域づくり連携会議で地域の現状・課題を検討 ※ 上記グラフは検討したデータのうちの一部です。 

地域づくり連携会議で地域のめざす姿を検討 

地域づくり連携会議で地域重点プロジェクトを検討（次ページ）

項目 交交    流流  食食  産産    業業  観観    光光  暮らし暮らし  環環    境境  社会基盤社会基盤  
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地
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の
め
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北海道新幹線開
業で地域間交流
が拡大 

個性豊かな「食」
の地域ブランド
が確立 

地域の資源や新
技術などを生か
したものづくり
産業など新たな
産業が展開 

独自の歴史文化
や食文化がつく
る魅力ある観光
産業が展開 

誰もが安心して
暮らすことので
きる生活環境づ
くりが進展 

森・川・海 を 一
体で保全する取
組が着実に進展 

地域間を結ぶ交
通・情 報 ネ ッ ト
ワーク形成が大
きく進展 

地
域
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点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト   

○ 広 域 交 通 ネ ッ ト
ワ ー ク 形 成 プ ロ
ジェクト 

○道南の食・文化・歴
史を生かした交流
促進 

 

 

○食料供給力強化プ
ロジェクト 

○道南の多様な農林
水産物を生かした
ブランド力の強化 

○道南の多様な農林
水産物を生かした
ブランド力の強化
（再掲） 

○産学官連携による
地域産業の活性化 

○魅力ある観光地形
成プロジェクト 

○道南の食・文化・歴
史を生かした交流
促進（再掲） 

○安心・安全な地域づ
くりプロジェクト 

○日本海沿岸の豊か
な森・川・海の保全・
活用 

○ 広 域 交 通 ネ ッ ト
ワ ー ク 形 成 プ ロ
ジェクト（再掲） 

  農水産物の供給力強化 
  農水産物の高付加価値化・競争力強化 

食料供給力強化プロジェクト食料供給力強化プロジェクト  

  自然災害に対する防災対策 
  地域防災力の向上 
  冬期交通の安全性向上 

安心・安全な地域づくりプロジェクト安心・安全な地域づくりプロジェクト  

  広域周遊型観光の促進 
  住民と連携した観光振興 

魅力ある観光地形成プロジェクト魅力ある観光地形成プロジェクト  

  交通・物流ネットワークの強化 
広域交通ネットワーク形成プロジェクト広域交通ネットワーク形成プロジェクト  
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（このうち、主に北海道開発局が実施する施策・事業）
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地域づくり連携会議で地域の現状・課題を検討 

地域づくり連携会議で地域のめざす姿を検討 

地域づくり連携会議で地域重点プロジェクトを検討（次ページ）
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国家的・広域的な課題国家的・広域的な課題   連携地域の現状・課題連携地域の現状・課題   

【農 業】
【林 業】
【漁 業】
【製造業】
【商 業】
【観 光】
【医 療】
【ﾈｯﾄﾜｰｸ】
【防 災】

 

農水産物価格の低迷などによる厳しい経営環境、担い手の確保 
生産コストの上昇や木材価格の低迷 
資源の減少や経費の増大 
ものづくり産業の集積促進、新産業の創出 
中小小売店廃業による空き店舗増加 
魅力ある観光地づくり、広域観光ルートの形成、海外観光客の受入体制整備
医師数が全道平均を下回る日高地域など地域間の格差 
道内外を結ぶ交通ネットワークの充実、新千歳空港の機能向上 
火山観測体制の充実、代替交通路の確保 
 

【食 料】
 

【産 業】
 
 

【観 光】
【医 療】
【ﾈｯﾄﾜｰｸ】
【防 災】
【環 境】

農水産物の供給力強化、持続的で安定した供給の確保

国際・国内物流機能の強化、既存の産業集積を活用した生産拠点形成

観光資源のネットワーク化、情報発信の取組促進
医療サービスを享受できる環境の整備

都市圏への交通ネットワークの強化、広域交通ネットワークの構築
安全・安心な国土づくり、交通網の代替機能確保、臨海部防災拠点の整備

環境の保全・再生・創出、調和した景観の形成

本道経済をリードし、本道経済をリードし、
多様な地域資源を活用多様な地域資源を活用
した個性ある地域づくした個性ある地域づく
りを展開する「道央広りを展開する「道央広
域連携地域」域連携地域」  

■■ 集積、連携が進んだものづくり産業が本道経済をリード 
■■ 日本の農水産業をリードする「食」の供給力が強化 
■■ 大消費地のニーズにマッチした一次産業の多彩な取組が進展 
■■ 地域特性を利用した新エネルギーなどが普及 
■■ 自然と共生する持続可能な地域社会が形成 

■■ 多彩な資源を生かした観光産業の活性化により交流人口が増加 
■■ 地域固有の文化や歴史を生かした地域づくりが進展 
■■ 安全・安心な暮らしを支える基盤整備が進展 
■■ 国内外との交流や物流が拡大 
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１０年程度を展望した地域のめざす姿 

構 成 市 町 村 

石狩川開発建設部石狩川開発建設部  札幌開発建設部札幌開発建設部 小樽開発建設部小樽開発建設部  室蘭開発建設部室蘭開発建設部石狩支庁石狩支庁  後志支庁後志支庁 空知支庁空知支庁

胆振支庁胆振支庁  日高支庁日高支庁

札幌市、小樽市、室蘭市、夕張市、岩見沢市、苫小牧市、美唄市、芦別市、江別市、赤平市、三笠市、千歳市、滝川市、砂川市、歌志内市、深川市、登別市、恵庭市、 
伊達市、北広島市、石狩市、当別町、新篠津村、島牧村、寿都町、黒松内町、蘭越町、ニセコ町、真狩村、留寿都村、喜茂別町、京極町、倶知安町、共和町、岩内町、泊村、
神恵内村、積丹町、古平町、仁木町、余市町、赤井川村、南幌町、奈井江町、上砂川町、由仁町、長沼町、栗山町、月形町、浦臼町、新十津川町、妹背牛町、秩父別町、 
雨竜町、北竜町、沼田町、幌加内町、豊浦町、壮瞥町、白老町、厚真町、洞爺湖町、安平町、むかわ町、日高町、平取町、新冠町、浦河町、様似町、えりも町、新ひだか町 
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人口の推移 製造品出荷額等の推移

※ 上記グラフは検討したデータのうちの一部です。 

項
目 産産    業業  食食  ブランドブランド  環環    境境  自然環境自然環境  観観    光光  文化・歴史文化・歴史  社会基盤社会基盤  交流・物流交流・物流  
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地
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地
域
の
め
ざ
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集積、連携が進
んだものづくり
産業が本道経済
をリード 

日本の農水産業を
リードする「食」
の供給力が強化 

大消費地のニー
ズにマッチした
一次産品の多彩
な取組が進展 

地域特性を利
用した新エネ
ルギーなどが
普及 

自然と共生する
持続可能な地域
社会が形成 

多彩な資源を生か
した観光産業の活
性化により交流人
口が増加 

地域固有の文化
や歴史を生かし
た地域づくりが
進展 

安全・安心な暮
らしを支える基
盤整備が進展 

国内外との交流
や物流が拡大 

地
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点
プ
ロ
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ェ
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ト

地
域
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
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ト

地
域
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト   

○道央工業地帯プ
ロジェクト 

○いぶり・ものづく
り産業元気力向
上プロジェクト 

○「北海道の玄関
口」としての広
域ネットワーク
構築プロジェク
ト（再掲） 

○生活圏形成ネッ
トワークの構築
プ ロ ジ ェ ク ト
（再掲） 

○「食の供給力」を
支える地域整備
プロジェクト 

○ 石 狩 ア グ リ！
ジャンプ・アップ
プロジェクト 

○活力ある“しりべ
し”農水産業の振
興 

○ お い し い！安
心！こだわり 農
産物の空知ブラ
ンド づくり（再
掲） 

○ 石 狩 ア グ リ！
ジャンプ・アップ
プロジェクト（再
掲） 

○「食」の“しりべ
し”ブランド化の
推進 

○ お い し い！安
心！こだわり 農
産物の空知ブラ
ンドづくり 

○いぶり・食と観光
のプロムナード・
プロジェクト 

○「日高」ブランド
の構築 

○「食の供給力」を
支える地域整備
プ ロ ジ ェ ク ト
（再掲） 

○石 狩地 域ク
リ ー ン タ ウ
ン・プロジェ
クト 

○地域で取り組
む“エ コそ ら
ち“の形成 

○い ぶり 環境
チャレンジプ
ロジェクト 

○多様な自然環境
と共生した地域
づくりの推進 

○石狩川流域ラブ
リバープロジェ
クト 

○豊かな自然を生
かした後志の「環
境・景観」づくり 

○地域で取り組む
“エ コそらち“の
形成（再掲） 

○いぶり環境チャ
レンジプロジェ
クト（再掲） 

○活力ある地域と魅
力ある観光地づく
りプロジェクト 

○北のゲートウェイ
道央観光プロジェ
クト 

○地域力発掘！“石狩
滞在型観光”進化プ
ロジェクト 

○“しりべ し”国 際観
光リゾートエリア
の形成 

○食や体験の魅力発
見。そらちのファン
づくり 

○いぶり・食と観光の
プロムナード・プロ
ジェクト（再掲） 

○「日高」ブランドの
構築（再掲） 

○「日高の人・日高の
暮らし」づくり 

○「北海道の玄関口」
としての広域ネッ
トワーク構築プロ
ジェクト（再掲） 

○「炭鉱（やま）の
記憶」で地域づく
り～ドイツに学
ぶランドシャフ
トパーク構想～ 

○馬文化拠点地域
形成プロジェク
ト 

○「北海道の玄関
口」としての広
域ネットワーク
構築プロジェク
ト（再掲） 

○「安全・安心な暮
らしを支える」
道央圏の地域づ
くり 

○石狩地域力向上
プロジェクト 

○「北海道の玄関
口」としての広
域ネットワーク
構築プロジェク
ト 

○生活圏形成ネッ
トワークの構築
プロジェクト 

  食料の安定生産と品質向上等に向けた農業用水の確保 
  食料の生産性向上と多様な農業展開に向けた排水網の整備 
  食料の効率的な生産に向けたほ場の整備 
  水産基盤・港湾の整備による食料供給力の強化と自給率の向上 

「食の供給力」を支える地域整備プロジェクト「食の供給力」を支える地域整備プロジェクト  

  道央圏の産業と安全で活力ある地域づくりを支える治水事業の推進 
  火山の噴火等による土砂災害対策 
  大規模地震に対する耐震対策 

ほか７取組 

「安全・安心な暮らしを支える」道央圏の地域づくり「安全・安心な暮らしを支える」道央圏の地域づくり

  国際競争力のある観光地づくりと地域間の 
  連携等を通じたまちづくり 
 

活力ある地域と魅力ある観光地づくりプロジェクト活力ある地域と魅力ある観光地づくりプロジェクト   

  空港・港湾の機能向上のための整備 
  規格の高い道路ネットワークの整備 
  基幹ネットワーク道路の整備推進 
  既存高速道路ネットワークの有効活用・機能強化 

「北海道の玄関口」としての広域ネットワーク構築プロジェクト「北海道の玄関口」としての広域ネットワーク構築プロジェクト

  活力ある地域を支援する交通ネットワークの構築 
  冬期交通の移動性及び信頼性向上 
  港湾の機能向上のための整備 

生活圏形成ネットワークの構築プロジェクト生活圏形成ネットワークの構築プロジェクト  

  自然と共生する水環境の形成 
  地域との協働による水環境対策の推進 
  地域との協働などによる植樹活動の推進 

多様な自然環境と共生した地域づくりの推進多様な自然環境と共生した地域づくりの推進  

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト   

（このうち、主に北海道開発局が実施する施策・事業）
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地域づくり連携会議で地域の現状・課題を検討 

地域づくり連携会議で地域のめざす姿を検討 
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題

地
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の
現

状

・
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題

地

域

の
現

状
・

課
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国家的・広域的な課題国家的・広域的な課題   連携地域の現状・課題連携地域の現状・課題   

【農 業】
【林 業】
【漁 業】
【製造業】
【商 業】
【観 光】
【医 療】
【ﾈｯﾄﾜｰｸ】

 
【その他】

農産物の付加価値向上、担い手対策、生産資材価格の高騰 
天然林資源の減少、輸入木材の増加、木材需要・価格の低迷 
資源水準の回復、磯焼けやトド被害への対応、新規就業者の確保 
付加価値・生産性の向上、販路の拡大 
空き店舗の増加、中心市街地の空洞化 
自然環境や農林水産資源を生かした通年・滞在型の観光の推進 
医師の確保、救急医療体制の確立 
交通・情報ネットワークの整備、稚内空港の機能向上、留萌・稚内港の活用
 
公共工事の縮小、建設業の経営基盤強化・新分野への進出 

 
【食 料】

 
 
 
 

【観 光】
【医 療】
【ﾈｯﾄﾜｰｸ】
【防 災】
【環 境】

良好な営農条件を備えた農地・農業用水の確保、飼料自給率や
水産資源生産力の向上により地域の食料供給力を強化

魅力ある観光地づくり、サハリン州等との観光・経済交流拡大
医療サービスを享受できる環境の整備

高規格幹線道路等の交通ネットワークの整備
沿岸部の防災対策、治水対策、火山泥流対策、冬期交通の安全性確保

自然環境の保全・再生、自然エネルギー源の活用

道北の広大な土地と恵道北の広大な土地と恵
まれた資源を生かしたまれた資源を生かした
産業が展開し、豊かで産業が展開し、豊かで
安心して暮らせる地域安心して暮らせる地域  

■■ 地域特性を生かした産業が展開 

■■ 多様な魅力あふれる観光地づくりが進展 

■■ 環境と調和した、安全・安心な地域づくりが進展 

■■ 安全・安心で活力ある離島生活の確保 

■■ 地域間を結ぶ交通・情報ネットワーク形成が進展 
 

地
域
の
め
ざ
す
姿

地
域
の
め
ざ
す
姿

地
域
の
め
ざ
す
姿

稚内開発建設部稚内開発建設部 

１０年程度を展望した地域のめざす姿 

旭川開発建設部旭川開発建設部 留萌開発建設部留萌開発建設部  

旭川市、留萌市、稚内市、士別市、名寄市、富良野市、鷹栖町、東神楽町、当麻町、比布 町、愛別町、上川町、東川町、美瑛町、上富良野町 、中富良野町、
南富良野町、占冠村、和寒町、剣淵町、下川町、美深町、音威子府村、中川町、増毛町、 小平町、苫前町、羽幌町、初山別村、遠別町、天塩 町、幌延町、 
猿払村、浜頓別町、中頓別町、枝幸町、豊富町、礼文町、利尻町、利尻富士町 

上川支庁上川支庁  留萌支庁留萌支庁 宗谷支庁宗谷支庁

構 成 市 町 村

※幌加内町は地域づくり連携会議にオブザーバーとして参加

各
種
統
計
か
ら
見
る
地
域
の
現
状

各
種
統
計
か
ら
見
る
地
域
の
現
状

各
種
統
計
か
ら
見
る
地
域
の
現
状   

※ 上記グラフは検討したデータのうちの一部です。 

人口の推移 漁業生産高（金額）の推移農業産出額の推移

地域づくり連携会議で地域重点プロジェクトを検討（次ページ）

項 
目 食食  観観    光光  

環境環境  地域づくり地域づくり  
暮らし暮らし  離離    島島  社会基盤社会基盤  

地
域
の

地
域
の

地
域
の   

め
ざ
す
姿

め
ざ
す
姿

め
ざ
す
姿   

地域の特性を生かした産
業が展開 

多様な魅力あふれる観光
地づくりが進展 

環境と調和した、安全・
安心な地域づくりが進展 

安全・安心で活力ある離
島生活の確保 

地域間を結ぶ交通・情報
ネットワーク形成が進展 

地
域
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト   

○上川の農産物供給力向上プロ
ジェクト 

○留萌・宗谷の農業・水産供給力
向上プロジェクト 

○きた☆北海道リージョナル・
アクティベート・プロジェク
ト 

○上川の魅力ある食のブランド
力向上プロジェクト 

○るもい発「食・物語」 
○日本海元気づくりプロジェク

ト 
○「宗谷の食」ブランド力向上プ

ロジェクト 
○最北のゲートウェイ・サハリ

ン交流推進プロジェクト 

○道北広域観光活性化プロジェ
クト 

○道北観光の魅力発見プロジェ
クト 

○日本海元気づくりプロジェク
ト（再掲） 

○最北のゲートウェイ・サハリ
ン交流推進プロジェクト（再
掲） 

○豊かな自然環境保全プロジェ
クト 

○安心して暮らせるまちプロ
ジェクト 

○天塩川「環境・交流」リンケー
ジプロジェクト 

○大雪山「カムイミンタラ～
神々の遊ぶ庭」プロジェクト 

○オロロン菜の花ネットワーク
推進プロジェクト 

○るもい環境保全プロジェクト 
○人と自然が共生する地・宗谷

創造プロジェクト 
○安全・安心な地域づくり防災

力向上プロジェクト 

○道北観光の魅力発見プロジェ
クト（再掲） 

○留萌・宗谷の農業・水産供給力
向上プロジェクト（再掲） 

○るもい発「食・物語」（再掲） 
○「宗谷の食」ブランド力向上プ

ロジェクト（再掲） 

○広域交通ネットワーク形成プ
ロジェクト 

○留萌港再生プロジェクト 
 
 
 

  農産物の生産性向上 
  農産物輸送の効率化推進 

上川の農産物供給力向上プロジェクト上川の農産物供給力向上プロジェクト  
  広域周遊型観光の促進 
  観光資源の保護、育成 
  観光振興に配慮した基盤整備 
  住民と連携した観光振興 

道北広域観光活性化プロジェクト道北広域観光活性化プロジェクト  

  交通ネットワークの強化 
  物流ネットワークの強化 
  広域分散型社会に対応した地域交通の形成 

広域交通ネットワーク形成プロジェクト広域交通ネットワーク形成プロジェクト 

  石狩川・留萌川及び天塩川の洪水に対する安全性向上 
  日本海及びオホーツク海沿岸部の地震、津波等に対する安全性向上 
  地吹雪対策などによる冬期交通の安全性等向上 

ほか２取組 

安全・安心な地域づくり防災力向上プロジェクト安全・安心な地域づくり防災力向上プロジェクト

  農産物の安定供給の推進 
  水産物の品質向上 
  物流ネットワークの充実 
 

留萌・宗谷の農業・水産供給力向上プロジェクト留萌・宗谷の農業・水産供給力向上プロジェクト  

  河川周辺の環境の保全 
  北海道遺産である天塩川における環境整備の推進 
  環境に配慮した整備の促進 
  農業とサロベツ湿原の共生に向けた整備 

豊かな自然環境保全プロジェクト豊かな自然環境保全プロジェクト  

地
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プ
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ト

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
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ト

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
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ト   

（このうち、主に北海道開発局が実施する施策・事業）
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国家的・広域的な課題国家的・広域的な課題   連携地域の現状・課題連携地域の現状・課題   

【農 業】
【林 業】
【漁 業】
【製造業】
【商 業】
【観 光】
【医 療】
【ﾈｯﾄﾜｰｸ】

 
 

重粘土等の特殊土壌への対応、適正な輪作体系の確立 
森林資源の適切な管理体制の確立 
低気圧被害によるホタテガイ生産量減少への対策 
競争力のある商品開発、販路拡大 
郊外型大型店の進出等による中心市街地の空洞化の進行 
知床等における自然環境と観光の調和、通年・滞在型の観光地づくり 
地域の自治体病院等の医師不足 
高速交通ネットワークの整備、交流拠点として地域活性化に寄与 
 
 

【食 料】
 
 
 
 

【観 光】
 

【ﾈｯﾄﾜｰｸ】
【防 災】
【環 境】

農水産物の供給力強化による国内の食料自給率の向上、主要水産物の国際競争力の向上

観光資源の有機的な結合、魅力ある観光地づくり

高規格幹線道路等の交通ネットワーク強化、モビリティの向上
官民一体となった地域全体の総合防災対策の推進

人と自然環境が共生する持続可能な地域社会の形成

豊かな地域資源を有し、豊かな地域資源を有し、
自然と共生する快適な暮自然と共生する快適な暮
らしが広がる「オホーツらしが広がる「オホーツ
ク連携地域」ク連携地域」  

■■ オホーツクの統一イメージの形成・発信による地域ブランドが確立 
■■ 豊富な農林水産資源を生かした地域産業が展開 
■■ 食料の供給力と国際競争力が強化 
■■ 知床など特色ある自然を生かした環境と調和する観光が展開 

■■ オホーツクの特性を生かした文化・スポーツの創造が進展 
■■ 誰もが安心して暮らせる基盤整備が進展 
■■ 暮らしや産業を支える交通・情報ネットワークが形成 
■■ 人と自然が共生できる地域社会が形成 

地
域
の
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す
姿

地
域
の
め
ざ
す
姿

地
域
の
め
ざ
す
姿

網走開発建設部網走開発建設部 

１０年程度を展望した地域のめざす姿 

北見市、網走市、紋別市、美幌町、津別町、斜里町、清里町、小清水町、訓子府町、置戸町、
佐呂間町、遠軽町、上湧別町、湧別町、滝上町、興部町、西興部村、雄武町、大空町 

構 成 市 町 村

網走支庁網走支庁

地域づくり連携会議で地域の現状・課題を検討 

地域づくり連携会議で地域のめざす姿を検討 
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※ 上記グラフは検討したデータのうちの一部です。 

人口の推移 漁業生産高（金額）の推移農業産出額の推移

地域づくり連携会議で地域重点プロジェクトを検討（次ページ）

項目 ブランドブランド  産産    業業  食食  観観    光光  文文    化化  暮らし暮らし  社会基盤社会基盤  環環    境境  

地
域
の
め
ざ
す
姿

地
域
の
め
ざ
す
姿

地
域
の
め
ざ
す
姿   

オホーツクの統
一イメージの形
成・発信による
地域ブランドが
確立 

豊 富な農 林 水
産 資源を 生 か
し た地域 産 業
が展開 

食 料の供 給 力
と 国際競 争 力
が強化 

知 床など 特 色
あ る自然 を 生
か した環 境 と
調 和する 観 光
が展開 

オホーツクの特
性を生かした文
化・スポーツの
創造が進展 

誰 もが安 心 し
て 暮らせ る 基
盤整備が進展 

暮らしや産業を
支える交通・情
報ネットワーク
が形成 

人と 自然が 共
生で きる地 域
社会が形成 

地
域
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト   

○オホーツク・エ
リア・アイデン
ティティー( オ
ホーツクＡＩ）
の推進 

○豊かな地域資源
を 生 か し た オ
ホーツク農業の
振興と体質強化 

○オホーツクの豊
かな森林資源を
生かした林業・
木材産業等の健
全な発展 

○ほたて漁業を核
とした水産業の
振興 

○食料供給力・競
争 力 強 化 プ ロ
ジェクト 

 

 

○観光交流推進プ
ロジェクト 

○地域資源を生か
した新たな観光
の魅力づくりと
プロモーション
活動の推進 

 ○安全・安心・快適
な地域づくりプ
ロジェクト 

○広域交通ネット
ワーク形成プロ
ジェクト 

○オホーツク環境
保全プロジェク
ト 

 

  食料供給力の強化 
  安全で良質な農水産物の供給力強化 

  自然災害に備える防災対策の推進 
  美しく暮らしにうるおいのある地域づくり 
 

  環境の保全と調和をめざした地域づくり 
食料供給力・競争力強化プロジェクト食料供給力・競争力強化プロジェクト  安全・安心・快適な地域づくりプロジェクト安全・安心・快適な地域づくりプロジェクト  オホーツク環境保全プロジェクトオホーツク環境保全プロジェクト  

  内外の交流を支えるネットワークの向上 
広域交通ネットワーク形成プロジェクト広域交通ネットワーク形成プロジェクト  

  個性的で魅力ある地域づくり 
  交通ネットワークの強化 

観光交流推進プロジェクト観光交流推進プロジェクト  

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
プ
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ェ
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ト   

（このうち、主に北海道開発局が実施する施策・事業）
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国家的・広域的な課題国家的・広域的な課題   連携地域の現状・課題連携地域の現状・課題   

【農 業】
【林 業】
【漁 業】
【製造業】
【商 業】
【観 光】
【医 療】
【ﾈｯﾄﾜｰｸ】

 

輸入農産物の増加等による価格の低迷、飼料価格等の高騰 
伐採跡地への造林、カラマツによる製品の高付加価値化 
燃油高騰など漁業経費の増加 
高付加価値化や販路拡大 
郊外型大型店の進出等による中心市街地の集客力低下 
日帰りや通過型観光が主体で、夏季に集中 
郡部の産婦人科や精神科の医師不足など地域間格差の対応 
高速交通ネットワークの整備、とかち帯広空港のさらなる機能拡充 
 

【食 料】
 
 
 
 

【観 光】
【医 療】
【ﾈｯﾄﾜｰｸ】
【防 災】

農水産物の供給力強化による国内自給率の向上

観光拠点の連携・アクセス性の向上等による魅力ある観光地づくり
医療サービスを享受できる環境の整備

物流効率化・交流人口の増大に資する物流・交通基盤の整備
安全安心な国土づくりの推進

～ 売り 込 む・呼び 込～ 売 り 込む・呼 び込
む・生きる～高速交通む・生きる～高速交通
ネットワークで結ばれネットワークで結ばれ
る道東の拠点「十勝」る道東の拠点「十勝」  

■■ 北海道横断自動車道開通などにより進む道東の拠点化 
■■ 食料自給率の向上と国際競争力の強化 
■■ 安全・安心な地域ブランドが確立 
■■ 豊富な地域資源などを生かした産業が展開 

■■ 豊かな食と自然を生かした滞在周遊型観光地づくりが進展 
■■ 住民参加型エコ活動やバイオマスの利活用が進展 
■■ 誰もが安心していきいきと暮らせる地域づくりが着実に進展 
 

地
域
の
め
ざ
す
姿

地
域
の
め
ざ
す
姿

地
域
の
め
ざ
す
姿

帯広開発建設部帯広開発建設部 

１０年程度を展望した地域のめざす姿 

帯広市、音更町、士幌町、上士幌町、鹿追町、新得町、清水町、芽室町、中札内村、更別村、 
大樹町、広尾町、幕別町、池田町、豊頃町、本別町、足寄町、陸別町、浦幌町 

構 成 市 町 村

十勝支庁十勝支庁

地域づくり連携会議で地域の現状・課題を検討 

地域づくり連携会議で地域のめざす姿を検討 

各
種
統
計
か
ら
見
る
地
域
の
現
状

各
種
統
計
か
ら
見
る
地
域
の
現
状

各
種
統
計
か
ら
見
る
地
域
の
現
状   

※ 上記グラフは検討したデータのうちの一部です。 

人口の推移 農業産出額の推移 観光客入込数の推移

地域づくり連携会議で地域重点プロジェクトを検討（次ページ）

項目 ネットワークネットワーク  食食  地域ブランド地域ブランド  産産    業業  観観    光光  環環    境境  安全安心安全安心  
地
域
の
め
ざ
す
姿

地
域
の
め
ざ
す
姿

地
域
の
め
ざ
す
姿   

北海道横断自動車
道開通などにより
進む道東の拠点化 

食料自給率の向上
と国際競争力の強
化 

安全・安心な地域
ブランドが確立 

豊富な地域資源な
どを生かした産業
が展開 

豊かな食と自然を
生かした滞在周遊
型観光地づくりが
進展 

住民参加型エコ活
動やバイオマスの
利活用が進展 

誰もが安心して
いきいきと暮ら
せる地域づくり
が着実に進展 

地
域
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト   

○ 広 域 交 通 ネ ッ ト
ワ ー ク 形 成 プ ロ
ジェクト 

○とかち「食料供給
力」強化プロジェク
ト 

○とかち「農」ブラン
ドパワーＵＰプロ
ジェクト 

○とかち「農」ブラン
ドパワーＵＰプロ
ジェクト（再掲） 

○とかち「食料供給
力」強化プロジェク
ト（再掲） 

○ 広 域 交 通 ネ ッ ト
ワ ー ク 形 成 プ ロ
ジェクト（再掲） 

○とかち「食料供給
力」強化プロジェク
ト（再掲） 

○とかち「農」ブラン
ドパワーＵＰプロ
ジェクト（再掲） 

○「食の王国とかち」
観光プロジェクト 

○ 観 光 資 源 ネ ッ ト
ワーク化プロジェ
クト 

○ 広 域 交 通 ネ ッ ト
ワ ー ク 形 成 プ ロ
ジェクト（再掲） 

○美しくエコなとか
ちづくりプロジェ
クト 

○災害に強いとかち
づくりプロジェク
ト 

○ 広 域 交 通 ネ ッ ト
ワ ー ク 形 成 プ ロ
ジェクト（再掲） 

  交通ネットワークの強化 
  多様な主体の連携による観光振興 

観光資源ネットワーク化プロジェクト観光資源ネットワーク化プロジェクト  

  交通・物流ネットワークの強化 
  安全・安心で計画的な道路管理 

広域交通ネットワーク形成プロジェクト広域交通ネットワーク形成プロジェクト  

  地震・津波対策 
  防災・減災対策 
  地域防災力の向上 

災害に強い災害に強い  とかちづくりプロジェクトとかちづくりプロジェクト  
  農水産物の供給力強化 
  安全・安心な食の供給 
  国際競争力の強化・輸出促進 

とかち「食料供給力」強化プロジェクトとかち「食料供給力」強化プロジェクト  

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト   

（このうち、主に北海道開発局が実施する施策・事業）
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地域づくり連携会議で地域のめざす姿を検討 
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国家的・広域的な課題国家的・広域的な課題   連携地域の現状・課題連携地域の現状・課題   

【農 業】
【林 業】
【漁 業】
【製造業】
【商 業】
【観 光】
【医 療】
【ﾈｯﾄﾜｰｸ】
【防 災】
【環 境】

飼料自給率の向上、経営体質・担い手対策の強化、農産物の高付加価値化 
輸入木製品の増加、経営コストの上昇 
資源管理型漁業・栽培漁業の推進による資源の維持増大、担い手対策 
高付加価値の製品開発及び販路の拡大 
空き店舗増加による中心市街地の空洞化 
広域観光の促進及び観光客の受入体制の整備 
医療従事者の地域への確保 
北海道横断自動車道、地域高規格道路の整備、空港・港湾設備の充実・安全性等の向上 
防災・減災体制の充実 
自然環境の保全と共生、環境と調和した産業の推進 

【食料・産業】
 

【食料・産業】
【 観 光 】

 
【 観 光 】
【食料・産業】
【防災・ﾈｯﾄﾜー ｸ】
【 環 境 】

 
【 そ の 他 】

担い手不足への対応、産業・流通の効率化

市場ニーズ等への対応、高付加価値化、流通機能の高質化
自然環境の観光等への活用

地域の特色を活かした観光産業の振興
産業間連携等による新たなビジネスチャンスの発掘

生活環境基盤の充実
自然環境の維持

領土問題の啓発、産業振興策の推進、生活環境の整備

地域の人々が協力・連携しな地域の人々が協力・連携しな
がら、地域資源を生かした新がら、地域資源を生かした新
たな発展を目指す「釧路・根たな発展を目指す「釧路・根
室」～環境と共生し、住みた室」～環境と共生し、住みた
くなるまちづくり～くなるまちづくり～  

■■ 地域資源を生かし、環境と調和した持続可能な地域産業が展開 
■■ 自然環境や恵まれた農水産物を生かした安全安心な消費者から信頼される食産業が展開 
■■ 地域の特性や資源を生かし地域産業と連携した観光産業が展開 
■■ 人と自然が共生できる生活環境が充実した地域社会が形成 

■■ 安全・安心で心豊かな地域社会が形成 
■■ 北方領土の早期返還 
■■ 暮らしや産業を支える交通・情報ネットワークの形成 
 

地
域
の
め
ざ
す
姿

地
域
の
め
ざ
す
姿

地
域
の
め
ざ
す
姿

釧路開発建設部釧路開発建設部 

１０年程度を展望した地域のめざす姿 

釧路市、根室市、釧路町、厚岸町、浜中町、標茶町、弟子屈町、鶴居村、白糠町、別海町、 
中標津町、標津町、羅臼町 

構 成 市 町 村

釧路支庁釧路支庁 根室支庁根室支庁

人口減がもたらす
課題 

地域ポテンシャル 
の活用不十分 

グランドデザイン

の欠如 

北方領土隣接地域
対策 

地域づくり連携会議で地域の現状・課題を検討 

各
種
統
計
か
ら
見
る
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域
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現
状

各
種
統
計
か
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る
地
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現
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各
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る
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の
現
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※ 上記グラフは検討したデータのうちの一部です。 

人口の推移 漁業生産高（金額）の推移農業産出額の推移

地域づくり連携会議で地域重点プロジェクトを検討（次ページ）

項 
目 産産    業業  食食  観観    光光  環環    境境  暮らし暮らし  北方領土北方領土  社会基盤社会基盤  

地
域
の
め
ざ
す
姿

地
域
の
め
ざ
す
姿

地
域
の
め
ざ
す
姿   

地 域資源を 生か
し、環境と調和し
た持続可能な地域
産業が展開 

自然環境や恵まれ
た農水産物を生か
した安全安心な消
費者から信頼され
る食産業が展開 

地域の特性や資源
を生かし地域産業
と連携した観光産
業が展開 

人と自然が共生で
きる生活環境が充
実した地域社会が
形成 

安全・安心で心豊
かな地域社会が形
成 

北方領土の早期返
還 

暮らしや産業を支
え る 交 通・情 報
ネットワークの形
成 

地
域
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト   

○地域食産業高付加
価値化プロジェク
ト 

○消費者の信頼に支
えられた食産業の
振興 

○「Ｅ北海道ねむろの
くに」の地域ブラン
ド創造 

○地域食産業高付加
価値化プロジェク
ト（再掲） 

○消費者の信頼に支
えられた食産業の
振興（再掲） 

○エゾシカの適正管
理と有効活用の推
進 

○「Ｅ北海道ねむろの
くに」の地域ブラン
ド創造（再掲） 

○地域観光産業振興
プロジェクト 

○森・湖・湿原などを
巡る釧路・根室観光
の推進と移住・定住
の促進 

○「Ｅ北海道ねむろの
くに」の地域ブラン
ド創造（再掲） 

 

○地域環境充実プロ
ジェクト 

○貴重な自然を引き
継ぐ環境保全活動
の推進 

○森を育み、森に親し
む「釧路の森林づく
り」 

○エゾシカの適正管
理と有効活用の推
進（再掲） 

○地域環境充実プロ
ジェクト（再掲） 

○森・湖・湿原などを
巡る釧路・根室観光
の推進と移住・定住
の促進（再掲） 

○地域で支えあう安
全・安心のまちづく
り 

○「Ｅ北海道ねむろの
くに」の地域ブラン
ド創造（再掲） 

○地域環境充実プロ
ジェクト（再掲） 

○北方領土の早期返
還と隣接地域の振
興 

○地域食産業高付加
価値化プロジェク
ト（再掲） 

○東アジア関係強化
プロジェクト 

  効率的な産業構造の構築 
  安全・安心な「食」の生産、持続可能な産業構造の構築 
  産業を支える物流機能の充実 

地域食産業高付加価値化プロジェクト地域食産業高付加価値化プロジェクト  

  海外などの需要に応えられる生産・輸送システムの構築 
  観光・ビジネス交流の促進 

東アジア関係強化プロジェクト東アジア関係強化プロジェクト  
  サービス、情報提供の高質化 
  新たなニーズに対応した観光産業の振興 

地域観光産業振興プロジェクト地域観光産業振興プロジェクト  

  利便性を確保するためのアクセス機能の向上 
  豊かな自然を享受できる地域づくり 
  地震・津波や豪雨・豪雪などの災害に強い地域づくり 
  北方領土隣接地域における地域整備の推進 

地域環境充実プロジェクト地域環境充実プロジェクト  

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト   

（このうち、主に北海道開発局が実施する施策・事業）
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